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防
災
地
域
の
防
災
力
向
上
へ

牧
之
原
市
防
災
指
導
員
を
認
定
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

防
災
課　

吉
田　

☎
（
23
）
０
０
５
６

　

市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
知
識

の
普
及
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
防
災
指
導

員
を
養
成
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

一
般
コ
ー
ス
（
全
４
回
受
講
）
で
は
、

防
災
気
象
情
報
、
避
難
所
運
営
、
原
子

力
災
害
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
新

た
に
51
人
の
皆
さ
ん
を
防
災
指
導
員
に

認
定
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
（
全
５
回
受
講
）

で
は
、災
害
救
護
活
動
、災
害
時
の
ペ
ッ

ト
対
策
、
イ
メ
ー
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
（
自
主
防

災
組
織
災
害
対
応
訓
練
）
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
防
災
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
だ
き
、
新
た
に
10
人
の
皆
さ
ん
を
防

災
指
導
員
（
マ
ス
タ
ー
）
に
認
定
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
市
内
で
は
一
般
コ
ー
ス
で

２
３
３
人
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
で
34
人

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
防
災
指
導
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
今
後
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携

協
力
し
、
自
助
・
共
助
の
面
で
地
域
に

お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
２
年
度
以
降
も
こ
の

講
習
会
を
開
催
し
、
地
域
防
災
対
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
来
て
も
お

か
し
く
な
い
大
地
震
や
、
毎
年
の
よ
う

に
各
地
を
襲
う
台
風
か
ら
自
分
の
身
を

守
る
た
め
に
も
、
防
災
の
知
識
を
深
め

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
認
定
者
（
順
不
同
）

種た
ね

茂も

和か
ず

男お

さ
ん
（
波
津
区
）
小お

田だ

明あ
き

秀ひ
で

さ
ん（
波
津
区
）大お

お

沢さ
わ

稔み
の
る

さ
ん（
大
沢
区
）

畑は
た

昌ま
さ

良よ
し

さ
ん
（
片
浜
区
）
沖お

き

松ま
つ

五ご

郎ろ
う

さ

ん（
菅
山
区
）髙た

か

塚つ
か

一か
ず

裕ひ
ろ

さ
ん（
菅
山
区
）

長は

谷せ

川が
わ

明あ
き

広ひ
ろ

さ
ん
（
中
里
区
）
岩い

わ

井い

幸こ
う

治じ

さ
ん
（
新
庄
区
）
鈴す

ず

木き

敏と
し

雄お

さ
ん
（
静

波
区
）
馬ば

場ば

勇い
さ
む

さ
ん
（
坂
部
区
）

受講者の皆さん

　

市
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
地
震
の
発

生
と
大
津
波
警
報
の
発
表
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
自
治
会
の
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
で
の
確
認
事
項

　

訓
練
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
と
避
難
経
路

●
避
難
場
所
ま
で
の
所
要
時
間

●
津
波
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
危

　

険
箇
所
な
ど

●
夜
間
に
お
け
る
危
険
箇
所

●
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
持
出
品

●
家
族
の
安
否
確
認
伝
達
方
法　

な
ど

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
送
信
を
行
い
ま
す

　

地
震
発
生
や
津
波
襲
来
を
想
定
し
た

同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
情
報
伝

達
訓
練
と
し
て
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急

速
報
メ
ー
ル
の
一
斉
送
信
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

端
末
の
設
定
に
よ
っ
て
は
マ
ナ
ー
モ
ー

ド
設
定
中
で
も
音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
地
震
だ
、
津
波
だ
、
す
ぐ
避
難
！　

〜
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で
も
高
く
〜

牧
之
原
市
地
震
・
津
波
夜
間
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

防
災
課　

吉
田　

☎
（
23
）
０
０
５
６

３月５日　午後７時30分 同報無線で訓練事前広報を放送

３月６日　午後６時30分 同報無線で訓練実施（中止）のお知らせ

午後７時○○分（＊１） 「訓練」地震発生・訓練開始「サイレン吹鳴」

午後７時○○分（＊２）
「訓練」大津波警報
同報無線と緊急速報メール配信で訓練警報発表のお知らせ

午後８時15分ごろ 同報無線で訓練終了のお知らせ

（＊１・２）　地震発生および大津波警報発表の時間は、午後７時～午後７時30分までの間

［地震・津波夜間避難訓練］　　３月６日　午後７時～午後８時15分ごろ

相
談

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
す
か
。

　

市
が
開
設
す
る
公
的
な
相
談
窓
口
で

す
。
資
格
を
持
っ
た
専
門
相
談
員
が
消

費
生
活
相
談
を
受
け
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
日
常
の
中
で
の
困
り
ご

と
な
ど
を
受
け
付
け
る
「
一
般
相
談
」

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
て
く
れ
ま
す

か
。
ま
た
、
最
近
の
相
談
は
ど
の
よ
う

な
傾
向
で
す
か
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
お
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
、
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
法
律
相
談
」

（
弁
護
士
）
と
「
心
配
ご
と
相
談
」（
司

法
書
士
）
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
で
は
、
架
空
請
求
・

不
当
請
求
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
訪

問
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
フ

リ
マ
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
商
材
マ
ル
チ
取

引
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
取
り

消
し
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

諦
め
な
い
で
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
相
談
で
は
、
家
庭
内
、
ご
近
所
、

相
続
・
金
銭
な
ど
の
相
談
が
見
ら
れ
ま

す
。

相
談
に
必
要
な
持
ち
物
は
あ
り
ま
す
か
。

　

商
品
の
購
入
や
契
約
相
談
の
場
合
は

契
約
日
・
商
品
名
・
金
額
・
購
入
先
・

契
約
書
・
領
収
書
・
業
者
の
連
絡
先
な

ど
が
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
教
育
や
消
費
者
啓
発
は
、
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

啓
発
事
業
と
し
て
、「
牧
之
原
市
消
費

者
協
会
」
と
協
力
し
、
地
区
セ
ミ
ナ
ー
・

サ
ロ
ン
・
各
種
団
体
向
け
の
出
前
講
座

や
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
消
費
者
教

育
の
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
に
相
談
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

　

相
談
は
、
電
話
や
来
所
に
よ
り
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、

消
費
生
活
相
談
員
と
一
般
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
来
所
で
き
な

い
相
談
者
に
は
、
消
費
生
活
相
談
員
が

訪
問
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所　

榛
原
庁
舎
北
側　

就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
２
階

開
設
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ　

☎
（
23
）
０
０
８
８

相
談
員
が
解
決
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

岡
村　

☎
（
23
）
０
０
８
８

議
会
11
月
26
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
会
期

市
議
会
11
月
定
例
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

源
間　

☎
（
23
）
０
０
５
０

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

元
年
度
第
５
回
目
の
補
正
で
、
５
億

３
１
２
８
万
１
千
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
を
２
１
２
億
９
９
５
４
万
８

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
台
風
19
号

に
よ
り
被
災
し
た
市
道
お
よ
び
農
業
用

施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
費
、
放
射
線
防

護
施
設
に
係
る
経
費
な
ど
の
安
全
・
安

心
へ
の
取
り
組
み
、
２
年
６
月
25
日
に

開
催
市
と
な
る
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
係
る
経
費
な
ど

に
つ
い
て
追
加
す
る
と
と
も
に
、
平
成

30
年
度
事
業
に
係
る
生
活
保
護
費
な
ど

の
国
・
県
負
担
金
の
精
算
を
行
い
ま
し

た
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

　
　
　
　
　
　
　

推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
１
人
が
２
年
３
月

31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後

任
の
候
補
者
と
し
て
同
委
員
を
推
薦
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
意
見
を
求
め
、

適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

箇
年
と
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

４
人
の
委
員
の
う
ち
、
寺て

ら

井い

ゆ
み
委

員
が
元
年
12
月
８
日
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
再
任
に
つ
い
て
同
意
を
得
ま

し
た
。
任
期
は
４
箇
年
と
な
り
ま
す
。

牧
之
原
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

元
年
度
か
ら
、
市
営
に
よ
る
換
地
を

伴
わ
な
い
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
元
分
担

金
の
率
を
、
換
地
を
伴
う
ほ
場
整
備
事

業
と
区
分
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
▼
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
▼
牧
之
原
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
▼
牧
之
原
市
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
審
議
会
条
例
の
制
定
▼
牧
之
原
市

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

▼
市
道
路
線
の
廃
止
お
よ
び
認
定
に
つ

い
て
―
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

寺井 ゆみ さん
（波津区）
＊再任
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